































 The transcription and data input of the manuscripts of Arthur Condorcet O’Connor, 
which have been kept in Château du Bignon (Loiret, France), was completed by the 
archival work of this research project. Besides, the theoretical research cleared up 
obscurities and problems in the hitherto usages of the principal analytical categories which 
have been employed by research into eighteenth-century British social thought, by 
redefinition of the analytical category “radicalism”. This “radicalism” consists in the 
substitution of the vocabulary of utility for that of jurisprudence, which is typical of the 
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パリ出版のものも含め The Goldsmiths’- 
Kress Microfilm collection より入手する。 
③オコナーの編集し寄稿した新聞 “The 
Press”の閲覧 







人であった Sir Francis Burdett の書簡を
















































裏表両面使用で A3 一枚で 4 頁分として使用
され書き込まれている。2001 年に初めてオ
コ ナ ーの 伝記 を 書いた ヘ イム ズ (Jane 
Hayter Hames)が、手稿で言及されている内
容の年代に従って番号付けした 1 から５まで
の Folio に分類されている。各 Folio の頁数
は 、 Folio1-pp.16 、 Folio2-pp.81 、
Folio3-pp.235、Folio4-pp.132、Folio5-pp.362、










































(T.C.D., Ms 873, no.742)と書き送っている
ことからも、それは明らかである。内容上の
重複から、Folio2 は Folio5 の修正稿である
と思われるが、そこでも息子のアルチュール
への呼びかけの形式は変更されていない。手
稿の Folio２の p.7 は、ブルボン王朝につい
ての記述であり、未完のまま終わっている一
文の終わりに「(not finished (3 Feb 1852)) 」
と赤で書き込みがある。この部分に加筆する
ことなく、オコナーは 1852 年 4 月 25 日に亡
くなった。 
 






























































































（これは、British Radicalism and the 




ェ リ ダ ン (R.Sheridan) 、 グ レ イ
(C.Grey) 、 ホ イ ッ ト ブ レ ッ ド
(S.Whitbread)との親交の深さの強調。 
・フランシス・バーデット(Sir Francis 




























































Economy in Late Eighteenth-century 
British Radicalism: A re-examination of 
the analytical categories” (Kyoto Economic 
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